









































































































































































































































































































































































































①岡林氏は f「南方文学」その光と影j(2002年2月鉱脈社）及び 「中村地平と佐藤春夫 南方憧僚の
系譜一」 等において、中村地平の文学作品がいかに佐藤春夫の浪漫性の系譜を繋げていることか、
またその全般の文学像について周到な論を展開した。
(2〕蜂矢宣朗 f南方憧↑景 佐藤春夫と中村地平 J 1991年5月台北：鴻儒堂pl35
＠ 『台湾小説集j 「人類創世」太陽征伐 （序）pp78一79
。〕中村地平 「後記Jf台湾小説集11941年9月、墨水書房p273（引用は復刻版、 f日本植民地文学精選
集 〔台湾編〕J2000年9月、ゆまに書房）
(:1）『太陽の眼j単行本で所収されているのは 17話の神話である。 「太陽の眼」と、 「太陽征伐」か
ら12話収録（ 「太陽征伐」、 「蛍」二編除かれた）、 「人類創世」から4話収録 （天、蝉、蜂、
地震）
ゆ岡林稔 「中村地平 『台湾小説集j解説」 f台湾小説集jpp4-5 
ゆ中村地平 「人類創世Jの序文から。 f台湾小説集jp79 
（言）「蕃族調査報告書jの編集者、佐山融吉、大西吉欝両氏のことを指す。
(Q）中村地平 「太陽征伐」の序文から。 f台湾小説集jpl60 



























節頁 『太陽の眼j 巻・頁 題名 話者 『蕃族調査報告書j
122 太古 第 ハイシ 武溺族 昔洪水ア シ時蕃人ハ
太 イロツカアンに一匹の大蛇があらはれ、濁水 1"、. ップ烏 郡蕃パ 新高山ニ逃レタリ
古 渓のまんなかにとぐろを巻いてしまった。さ 巻 の話 ハフル
i共 しもに幅のひろい川の流も、ために堰きとめ 大 社ア
水 られてしまひ、水は辺りにあふれ、あふれ 正 ンノタ
の た。樹木をへしをり、巨石をころがし、襲ひ 四 ケルル








123 高い と曾つては思はれてゐたのである。 同 ハイシ 向上 俄ノ事トテ火ヲ失ヒタ
しかし今は脚下はるか黄濁の水の漫漫たるを 上 ップ烏 レパ蛙ヲ遺ハシテ
















































































































10五 127 かくて、ルグラヲは社に比類のない、美し 第 二人ノ 阿眉族 （前略）夫婦トナリヌ
1レ い娘と成長した。社に在る男といふ男は、老 ｝＼ 兄弟雷 馬蘭社 後間モナク一人ノ娘生
グ 若を聞はず、この娘に思ひを寄せた。かつて 巻 電トナ クモン、 レタリ長シテ中々ノ美
フ その母親を瑚笑し迫害したことなどはいつの 大 リシ話 パラツ、 人ナレハ婿トナラント
ヲ 聞にか忘れはててゐた。間もなく母親カリカ 正 サウマ、 望ム者多クトクピシノ
漂 リの眼がねにかなった、そしてルグラヲ自身 一 ロベツ、 門ハ為メニ市ヲナスニ
流 の気にも入った、最も遣しい社丁が彼女の花 年 ウワイ 至レリ其中 ヨリ娘ノ意
σ〉 婿に選ばれることとなった。しかし、奇怪な ニ適ヘル者ヲ迎ヘテ婿




















11 128 重ね重ねの不面目に、母親も今は捨て置き 68 二人ノ 阿眉族 斯ノ如キ娘ヲ持ツハ親











12 129 晴れた日であった。空にはひとかけらの雲 68 二人ノ 阿眉族 知本社ノ壮丁二人海岸
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第 カタグ 排湾族 カタグリヤンパクリヤ
五 リヤン カテポ ンノ両名銃猟ノ帰リ海
巻 ノfク ル社 岸ヲ通ルヤ渚ニ漂ヘル
大 リヤン ゴサイ 箱ヲ見タレパ何物ナラ







13 129 箱のなかから、哀れな女の声があった。 68 二人ノ 阿眉族 中ヨリ女ノ声ニテ此箱
「ふぴんと思召し、どうぞこのまま海のなか 兄弟雷 馬蘭社 ヲ開ケ給フナヨ妾ハ母
に流して置いてくださいませ」女の声である 電トナ クモン、 ノ憎悪ヲ得テ海ニ流サ




























































































リヤン ゴサイ サヤウ ラリへンサノ
ノ話 バンシ 三子ヲ産ミタリ三人首
ン 尾ヨク成長シテ

















































































24七 133 ある朝あけ早くであった。妹のラシラスは 69 二人ノ 阿眉族 一日兄弟二人妹ニ命シ
大 家近い小川に赴いて、洗濯してゐた。水の面 兄弟雷 馬蘭社 テ洗温セシム妹ハミサ
蛇 には白雲の影が映り、岸辺の直の聞からは白 電トナ ラワガイト云フ所ニ洗
退 サギの群がとびたってゐた。自サギが体を大 リシ話 濯ニ行キシカ
治 きな麹でゆるやかに叩きながら、蒼空のなか ーー ー・ーーーー －ー ーー －ーー －－－－－・－－ーー －ーーー・ーーー －ーー
の にとびたってゆくのをラシラスは眺めるとも 275 カタグ 排湾族 妹ノラリヘンハ早ヤ河
話 なく見送ってゐた。間もなくであった。傍ら リヤン カテポ ニ赴キテ兄弟ノ衣ヲ洗
の鬼茅の聞から一匹の蛇がぬっと現れた。大 ノfク ル社 濯スル程トナリス然ル
蛇は滑るやうにラシラスの傍らに近づいて行 リヤン ゴサイ ニ偶々彼ノ河ニ主主重
った。あッと声をたてる暇もなかった。大蛇 ノ話 ；｛ンシ 蛇ス現ル折ハニ何処ヨリカ大
は忽ちのうちに娘の体をひと呑みに呑みこん ン レ来 1）テ彼ヲ呑
でしまった。 ミタリ
一
25 134 昼食時になっても妹は帰って来ない。不安 275 二人ノ 阿眉族 昼過クルモ帰ラサレハ
に駆られたアエボアン兄弟は、連れだって川 兄弟雷 馬聞社 兄弟心配ノ余リミサラ















































































－ ・F『...・・・ ・・．．．． ・・・ ・・． ．． －－－－ －－－ －－ －－－－－－－ －－・ ・・－－－











一 しかし、不思議といふよりか術もなかっ27 135 70 二人ノ 阿眉族 妹ノ形見ト腕輪ヲ取リ
た。大蛇の命が絶えたとたん、あたり一帯は 兄弟雷 馬蘭社 上ケテ袋ニ納メ尚ホモ
草といはず木といはず、生ある者はことごと 電トナ クモン、 引続キ蛇ヲ切ル然ルニ
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28 135 社人たちは畑いちめんに灰をふりまいて置 70 二人ノ 阿眉族 蕃社ノ壮丁共灰ヲ播キ
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33 137 表にでてまぶしく輝きわたった大空を眺め 70 二人ノ 阿眉族 弟ハ頻リニ凧ヲ見居リ





に迫ってきた。ナヲナイはすばしこく尾をつ ・ーーー ・．--・・・---『・－ －－ ・4・4・・4・－ー ・・ー －ーーーー－ー－ー－－－－－ーーーーーーー ，ーーーーーーーーー ，ー
かんだ。ふたたび凧はみるみる地上高く離れ 277 カタグ 排湾族 凧ハ次第二低クナリタ









137 凧の一つの尾にはひとふりの万が結んであ 70 二人ノ 阿眉族 其時尾ニ繋キ有リシ万





ちの姿が小さくはるか後方にとり残されてゆ －－”’・．．．．．． －ー・・・・・．．．．．． －ー ・ーー ーー ーーーーーー－－－ー－ー －－－－－－－－－－，，，・・ー．．
く。ブラブラックの上空に来た時であった。 277 カタグ 排湾族 中途ニテ凧ニ結ピツカ
凧の糸は手繰られた。事なくナヲナイは兄の リヤン カテポ ラレタル万ヲ取リテ地
アエボアンに再会することがでた。アエボア パク ル杜 上ニ落セシニ其万ハー
ンは弟をルデアンに伴った。織物を吐かせ、 リヤン ゴサイ 人ノ妊婦ノ腹ヲ破リテ





34九 137 兄弟たちは蛇を殺した時の厭勝を知りた 70 二人ノ 阿眉族 相共ニ木ヲ切リ枝ヲ集
父 い、と思った。社中の人人に訊ねまはった 兄弟雷 馬蘭社 メテ小屋ヲ建テテ暮シ
殺 が、誰一人知ってゐる者もゐなし、。やむかた 電トナ ス母ハ兄弟ノ帰ラサル











34 138 急ぎ兄弟は叢のなかに隠れた。して父親が 70 二人ノ 阿眉族 父ノ至レルヲ見テ兄ハ
-141-
35 
近よるのを窺ってゐた。わが子たちのたくら 兄弟雷 馬蘭社 万ヲ振リテ殺シ弟ハ首

















139 どうしたものか、と二人は思案にうちくれ 二人ノ 阿眉族 兄弟ハ致シ方ナク山ニ
た。その時であった。遠い山の端に百舌烏の 兄弟雷 馬蘭社 帰リタルカ後遂ニ兄ハ
向者く声が聞えた。しかしあまり遠くて、その 電トナ クモン、 雷トナリ弟ハ稲妻トナ

























































40 141 クラルツでカラベツはラポットといふ女と （該当箇所なし）
夫婦になった。ある日カラベツが髪を洗はう
とすると、傍らから妻が云った。 「その問、
わたしに髪の飾りをお貸しなさし、。水に落ち
ると、いけないわ」妻は髪飾りを受けとる
と、夫の油断を見すまし、そのままどこかに
姿を消してしまった。して、遂ひ家には帰つ
て来なかった。やむかたなく、カラベツは知
本社に独り戻った。その後役人からは再び呼
びだしはかかってこなかった。時が経つに従
ひ、知本社もいつの聞にか人が繁殖し、遂ひ
には現在のやうに大社になってしまった。
-143-
